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まど・みちおの詩と童謡の世界―表現の諸相を探る― 
 
 
１．本論文内容の要旨 
 
 本論文は、「ぞうさん」などの愛唱歌の作詞者として知られる詩人・童謡作家のまど・み
ちおの文学的生い立ちと作品世界とを考究したものである。幼少年時に当時は日本の植民
地であった台湾に渡ったまど・みちおは、学生時代を台湾で過ごしたほか、その詩作を台
湾において開始している。『文藝台湾』に詩を発表し、『童魚』『昆虫列車』の同人誌に童謡
を発表したまど・みちおの文学者としてのスタートは、台湾という「場」と切り離せられ
ないものだった。これまで、あまりはっきりとは解明されていなかったまど・みちおの台
湾時代、そして戦中の動きを本論文は丁寧に追い、戦後に日本において児童雑誌の編集者
として、そして童謡作家、詩人として活躍したその原点を、台湾時代に発表した作品にお
いて探るという論者の試みは、きわめて大きな成果をあげているといえる。 
 さらに、本論文は、まど・みちおの全詩集をくまなく読みこなし、その表現方法を映像
的表現、オノマトペの独自性としてとらえ、その特長点を探ってゆく。映画的技法を駆使
して、視覚的に表現するまどの表現世界は、ことばで表される世界を可視的な、具象的な
ものとしてとらえる。また、独特のオノマトペの技法は、リズミカルで、幼児や子どもた
ちでも口ずさめるような音楽性を強く持っている。まどの童謡が、多くの人に愛唱歌とし
て歌われていることの要因であるだろう。 
 ただし、学術用語の使用について、若干の動揺が見られ、必ずしも適切ではない部分が
散見されることが、口頭試問によって指摘され、詩作品の分析・解釈においても、必ずし
もすべてが説得的であったとは認めがたかったが、それが、論文の本旨を損なう致命的な
欠陥とはならないと思われる。 
また、まど・みちおの詩・童謡に現れる視覚的要素、聴覚的要素を具体的な作品にそっ
て分析し、さらにそうした身体的な感覚を越えるような時空間の認識、宇宙感覚を有して
いることを証明する。それは、平易な、やさしいことばで成り立ちながら、まど・みちお
の詩・童謡が形而上学的な深まりを目指していることを示唆するものであるだろう。 
次に、まど・みちおの詩・童謡作品の表現対象として、動物と植物をあげ、作品世界の
なかから具体的にその動物観、植物観、さらに生命観を浮かび上がらせてみようとしてい
る。これは今後、まど・みちおの作品を文学作品として正当的に評価する礎となるだろう。 
 最後に、本論文は、韓国における童謡作家として高い評価を受けているユン・ソクチュ
ンの童謡世界とまどの童謡世界を比較し、その共通性と違和とを考究している。それは、
まど・みちおが、児童文学の世界のノーベル文学賞ともいえる国際アンデルセン賞を受賞
していることからも分かるように、まどの作品が、普遍性、国際性を持つことの証明でも
あり、日本語ということばの枠を越えて、グローバルな享受者を獲得する可能性を示すも
のにほかならないのである。 
 
 
２．本論文の審査結果の要旨 
 本論文は、これまであまり本格的な研究をされてこなかったまど・みちおの文学的なお
いたちと、その表現世界の構造を具体的に分析、考究したものとして高く評価される。先
行研究をよく消化し、とりわけ台湾時代のまど・みちおの作品の分析や、戦争体験の追究
はこれまでの先行研究では盲点となっていたと称しても過言ではない。台湾時代の『文藝
台湾』や同人誌『童魚』や『昆虫列車』などの一次資料に基づく考究は、本論文の功績と
してあげるべきものだろう。 
 文学作品として軽んじられる傾向のある童謡に対しても、真摯で、本格的な取り組みを
行っており、また、韓国の童謡研究についての深い素養は、まど・みちおなどの日本の童
謡作品の分析についても、きわめて有効に働いているといえる。具体的な作品の分析にお
いて、本論文はさまざまな視点、視覚、方法論によって、一見平易でありながら、深い思
想的内容を持つ、まど・みちおの表現世界に肉薄しており、さらに今後の研究の発展、展
開を期待させるものとなっている。韓国の童謡作家ユン・ソクチュンとの比較研究は、本
論文の独自性を強く示すものであって、今後の日韓の童謡における国際的な比較研究のス
タート・ラインに立つものといえよう。 
 張氏はすでに博士学位論文の提出のための資格要件をクリアしていることが、本小委員
会で認められており、本論文が博士学位取得のための条件、すなわち、国内外の先行研究
を広く渉猟し、若干の手直しによって単著として出版できることという条件を満たしてい
ると思われる。 
 以上により、本論文は、審査員全員が、博士（国際文化）の学位を授与するにふさわし
いものと判断した。 
